
二
〇
一
一

二
〇
一
一
年  

元
旦
元
旦�

二
〇
一
一
年  

元
旦�

総総
結結
集集
しし
てて
、、仕仕
事事
確確
保保
、、組組
織織
強強
化化

統統
一一
自自
治治
体体
選選
挙挙
をを
勝勝
利利
しし
よよ
うう
！！
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委
員
長

工

藤
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正

副
執
行
委
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長

丸

田

勉

副
執
行
委
員
長

高

谷
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信

書

記

長

田

上

一

郎

書

記

次

長

石

田

哲

雄

中

央

支

部

長

内

野

幸

雄

大

浦

支

部

長

田

上

義

高

市

南

支

部

長

山

本

秀

夫

東
長
崎
支
部
長

牧

島

貢

浦
上
西
支
部
長

古

川

勝

浦
上
東
支
部
長

田

中

秀

則

西

彼

支

部

長

松

林

満

男

諫

早

支

部

長

樋

口

義

雄

大

村

支

部

長

伊

藤

一

廣

島

原

支

部

長

木
之
田

隆

佐
世
保
中
央
支
部
長

塚

本

芳

美

佐
世
保
東
支
部
長

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
北
支
部
長

小

林

健

治

北

松

支

部

長

須

藤

輝

久

平

戸

支

部

長

寺

田

孝

弘

青

年

部

長

北

村

亮

樹

主

婦

会

長

岡

崎

ア
イ
子

常

任

顧

問

金

子

三
智
郎

顧

問

前

田

富

雄

他
執
行
部
一
同

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部
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二
〇
一
一
年
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組

合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、

健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
記
念
す
べ
き
建
設

長
崎
結
成
六
十
五
周
年
、
長
建

国
保
設
立
四
十
周
年
並
び
に
専

門
学
院
本
部
の
創
立
五
十
周
年

を
迎
え
、
盛
大
に
記
念
式
典
を

執
り
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
先
輩
組
合

員
・
ご
家
族
皆
様
を
は
じ
め
、

ご
臨
席
戴
き
ま
し
た
ご
来
賓
と

関
係
団
体
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
賜
物
と
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
建
設
産
業

は
、
賃
金
・
工
事
単
価
の
下
落

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
多
く

の
仲
間
が
建
設
産
業
か
ら
離
れ

て
、
組
織
減
少
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
た

ち
の
健
康
と
生
命
を
守
る

建
設
国
保
に
と
っ
て
も
大

変
厳
し
い
年
で
、
マ
ス
コ

ミ
に
よ
る
国
保
組
合
へ
の

批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
行

政
レ
ビ
ュ
ー
で
、
国
保
組

合
に
対
す
る
補
助
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
対
応

に
追
わ
れ
た
一
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
若
年
技
能

後
継
者
が
育
つ
、
夢
と
希

望
が
持
て
る
建
設
産
業
に
と

願
っ
て
い
ま
す
が
、
一
向
に
、

明
る
い
兆
し
は
見
え
ず
、
建
設

産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
一
年
に
な
る
よ

う
な
予
感
が
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
長
崎
は
、
長
期
に
亘
る

経
済
不
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、

全
建
総
連
を
は
じ
め
、
九
地
協

や
友
好
労
働
団
体
等
、
推
薦
議

員
団
皆
様
と
懇
談
を
行
い
、
緊

密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
国

に
対
す
る
公
契
約
法
の
早
期
制

定
や
建
設
国
保
補
助
金
獲
得
運

動
と
組
織
拡
大
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
は
、
本
年
四

月
か
ら
長
崎
市
と
佐
世
保
市
に

お
い
て
、
念
願
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
緊
急
助
成
事
業
が
始

ま
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
組
合

員
・
ご
家
族
の
仕
事
と
生
活
を

守
る
た
め
、
県
・
市
に
対
す
る

公
共
工
事
の
発
注
や
木
造
住
宅

振
興
の
施
策
、
併
せ
て
最
低
制

限
価
格
や
設
計
労
務
単
価
の
引

き
上
げ
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。今

年
は
統
一
自
治
体
選
挙
の

年
で
す
。
建
設
長
崎
の
運
動
に

ご
協
力
頂
く
、
県
議
、
市
議
、

町
議
各
候
補
の
推
薦
を
決
定
し
、

当
選
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

特
に
四
月
の
県
議
会
議
員
選

挙
に
は
金
子
三
智
郎
県
議
が
二

期
目
に
挑
戦
し
ま
す
。
組
織
の

命
運
を
賭
け
た
闘
い
に
な
り
ま

す
。
組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

最
良
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

建
設
系
産
業
廃
棄
物

排
出
事
業
者
適
正
処
理

研
修
会
の
開
催

１
、
開
催
趣
旨
等

排
出
事
業
者
の
方
に
廃
棄
物
処
理
法
の
制
度
概
要
等
を
ご
説
明

し
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
係
る
知
識
や
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
県
の
事
業
と
し
て
研
修
会
を
企
画
。

２
、
主
催

長
崎
県
（
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
）

３
、
受
講
対
象
者

本
年
度
は
、
主
に
建
設
系
産
業
廃
棄
物
の
排
出
事
業
者
で
あ
る

建
設
関
連
事
業
の
関
係
者
の
方
を
対
象
。

４
、
開
催
日
時
・
場
所
等

�
佐
世
保
会
場
（
定
員
約
一
五
〇
名
）

日
時：

平
成
二
十
三
年
二
月
七
日
�

午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時
三
〇
分

会
場：

佐
世
保
市
民
会
館
集
会
室
Ａ（
佐
世
保
市
花
園
町
一
〇
―
一
九
）

�
諫
早
会
場
（
定
員
約
三
三
〇
名
）

日
時：

平
成
二
十
三
年
二
月
八
日
�

午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時
三
〇
分

会
場：

社
団
法
人
長
崎
県
看
護
協
会
な
が
さ
き
看
護
セ
ン

タ
ー
四
階
大
会
議
室
（
諫
早
市
永
昌
町
二
三
―
六
）

�
長
崎
会
場
（
定
員
約
一
二
〇
名
）

日
時：

平
成
二
十
三
年
二
月
九
日
�

午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時
三
〇
分

会
場：

長
崎
タ
ク
シ
ー
会
館
四
階
会
議
室（
長
崎
市
出
島
町
一
二
―
二
〇
）

（
※
）
長
崎
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通

機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

５
、
講
義
内
容
及
び
講
師

�
「
改
正
廃
棄
物
処
理
法
の
解
説
」

�
「
最
新
の
行
政
動
向
に
つ
い
て
」

講
師

財
団
法
人

日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
東
日
本
支

局

研
修
部

次
長

村
岡

良
介

参
加
申
し
込
み
は
、
各
支
部
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で

必
要
事
項
を
記
入
し
、
一
月
十
一
日
�
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵

送
に
よ
り
長
崎
県
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
あ
て
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
の
都
合
で
定
員
に
達
し
た
場
合
は
お
断
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
八
五
〇
―
八
五
七
〇

長
崎
市
江
戸
町
二
―
一
三

長
崎
県
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課

計
画
・
指
導
班
（
担
当：

原
・
烏
山
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
五
―
八
九
五
―
二
三
七
三
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

〇
九
五
―
八
二
四
―
一
一
一
一

（
代
表
）
内
線
二
三
七
一
〜
二
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
九
五
―
八
二
四
―
四
七
八
一

若
年
技
能
後
継
者
が
育
ち
、

夢
と
希
望
が
持
て
る
建
設
産
業
を
め
ざ
し
て

建
設
長
崎

執
行
委
員
長

相

川

哲

男

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
で
、県
の
活
性
化
を
！

二
期
目
の
県
議
選
に
全
力
傾
注
！
ご
支
援
を
！

選挙に勝利して
金・国保補助を勝ちとろう！

セレモニー（籠町龍踊り保存会の勇壮な踊りを）披露

約９００名の仲間が一堂に会し、組合結成６５周年記念式典を祝う（Ｈ２２．１１．１３ 於長崎市民会館）

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４７号 ２	長 崎
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皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
暖
の
差
が
厳
し
い
日
が
続

き
、
冬
の
気
配
が
徐
々
に
増
し

て
き
ま
し
た
。
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
私
も
元
気
に
走

り
回
り
、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
決
戦
の
年
が
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
に
向

け
て
全
力
投
球
で
頑
張
り
ま
す
。

し
か
し
、
四
年
前
に
初
め
て
県

議
会
へ
送
っ
て
い
た
だ
い
た
時

と
比
べ
、
支
援
し
て
い
た
だ
く

組
合
員
、
支
持
労
組
の
皆
さ
ん

方
の
組
織
数
が
大
き
く
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
分
活
動
の
輪
を

大
き
く
広
げ
て
い
た
だ
く
取
り

組
み
も
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
力

強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
非
力

な
候
補
者
で
皆
様
方
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
申
し
上
げ
、
大
変

恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
曲
げ
て
、

ご
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
不
況
に
明
け
不
況

に
終
わ
っ
た
一
年
で
し
た
。
長

崎
県
政
で
は
昨
年
の
二
月
に
新

中
村
知
事
が
誕
生
し
、
新
し
い

県
政
の
舵
取
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
世
界
的
な
不
況
の
荒
波
に

対
し
て
、
厳
し
い
現
状
が
続
い

て
い
ま
す
。

《
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
を
》
昨
年
三
月
に
秋

田
県
で
は
緊
急
経
済
支
援
事
業

と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

し
て
一
定
額
を
補
助
す
る
制
度

を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
は
、
高
い
県
民
の
関
心
を

呼
び
、
一
カ
月
平
均
一
五
〇
〇

戸
を
越
え
る
助
成
申
請
数
に
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
市
場

は
仕
事
が
な
い
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
何
ら
か
の
切
っ
掛
け
を

与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な

需
要
が
喚
起
さ
れ
ま
す
。
長
崎

県
に
お
い
て
も
、
県
内
の
不
況

感
を
吹
き
飛
ば
す
た
め
、
こ
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

創
設
し
、
長
崎
県
の
活
性
化
を

図
る
べ
き
で
す
。

《
観
光
長
崎
の
再
生
を
》

長
崎
の
街
は
龍
馬
伝
が
終

わ
っ
た
い
ま
で
も
観
光
客
が
数

多
く
訪
ね
て
来
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
は
こ
の
ブ
ー
ム
も
去
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

ブ
ー
ム
の
中
で
新
し
い
長
崎
も

数
多
く
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
、

中
国
上
海
へ
の
最
短
距
離
の
都

市
と
し
て
の
見
直
し
も
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
上
海
は
一
四
〇
〇

万
人
の
人
口
を
抱
え
る
、
中
国

有
数
の
都
市
で
す
。
中
国
か
ら

は
年
に
四
千
万
人
を
こ
え
る
人

が
国
外
へ
観
光
旅
行
へ
と
旅

立
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
龍
馬

伝
で
発
見
し
た
す
ば
ら
し
い
長

崎
の
街
を
さ
ら
に
磨
き
、
整
備

す
れ
ば
、
海
外
の
旅
行
者
に

と
っ
て
も
魅
力
的
な
街
と
な
り

ま
す
。
当
然
国
内
の
観
光
客
に

と
っ
て
も
同
様
で
す
。
長
崎
市

と
上
海
を
結
ぶ
定
期
旅
客
船
の

構
想
が
大
き
く
現
実
化
し
て
き

ま
し
た
。
観
光
都
市
と
し
て
の

長
崎
、
経
済
の
大
き
な
起
爆
剤

と
な
り
ま
す
。

活
力
と
元
気
あ
る
長
崎
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
作
り
出
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
取
り
ま

し
て
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
念
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

県
議
会
の
県
庁
舎
整
備

特
別
委
員
会
（
小
林
克
敏

委
員
長
、
金
子
三
智
郎
委

員
他
十
一
名
）
が
、
十
二

月
一
日
に
開
か
れ
、
建
設

関
係
三
団
体
（
長
崎
県
建

設
専
門
業
種
団
体
協
議
会

前
田
富
雄
会
長
、
�
長

崎
県
建
設
業
協
会

川
島

邦
元
建
築
委
員
長
、
�
長

崎
県
建
築
士
事
務
所
協
会

池
田
賢
一
会
長
）
の
代

表
を
招
き
、
分
離
発
注
に
つ
い

て
、
下
記
の
点
で
意
見
を
聞
い

た
。

○
県
内
企
業
の
受
注
機
会
の
拡

大
（
県
か
ら
躯
体
と
内
装
工
事

を
分
離
し
て
発
注
す
る
と
い
う

案
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
発
注
方
式
が
、
県
内
企

業
の
受
注
機
会
の
拡
大
に
つ
な

が
る
の
か
。）

○
品
質
の
確
保
（
内
装
工
事
を

分
離
し
て
発
注
し
た
場
合
、
現

場
で
は
工
事
間
の
調
整
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
工
事

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
は

で
き
る
と
考
え
る
か
。）

○
適
正
な
元
請
下
請
関
係
の
確

保
（
元
請
下
請
関
係
の
適
正
化

に
つ
い
て
は
、
施
工
体
制
事
前

提
出
方
式
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
下
請
価
格
の
適
正
化
や
、

労
働
環
境
の
健
全
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
か
。）

三
者
と
も
分
離
発
注
方
式
に

賛
同
を
示
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
メ
リ
ッ
ト
デ

メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
し
た
。

な
お
、
行
政
棟
、
議
会
棟
、

警
察
棟
の
（
三
四
七
億
円
）
を

Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
政
府
調
達
規
定
）
で

二
十
三
億
円
以
上
は
、
ゼ
ネ
コ

ン
が
受
注
す
る
が
、
で
き
る
限

り
地
元
業
者
に
優
先
で
き
な
い

か
を
検
討
し
た
。

小
林
委
員
長
は
、「
品
質
保

持
と
地
元
企
業
の
受
注
機
会
確

保
の
観
点
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
長
崎
方
式
の
発
注
形
態

も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
意
見

を
言
わ
れ
、
最
適
な
発
注
方
式

に
つ
い
て
専
門
家
も
参
加
す
る

検
討
委
員
会
が
必
要
だ
と
の
見

解
を
示
し
た
。

建
設
長
崎
顧
問

前
田
富
雄

２２００１１１１年年
統統一一地地方方自自治治体体選選挙挙 建建 設設 長長 崎崎 推推 薦薦 立立 候候 補補 予予 定定 者者

ご支援よろしくお願いいたします

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
で
、県
の
活
性
化
を
！

二
期
目
の
県
議
選
に
全
力
傾
注
！
ご
支
援
を
！

長
崎
県
議
会
議
員

金

子

三
智
郎

統一地方選
仕事・生活・賃金

１２
１

県議会議員
長崎市選挙区

金子三智郎
かねこ みちろう

社民党・１期

佐世保市選挙区

吉村 庄二
よしむら しょうじ

社民党・３期

北村 亮樹
きたむら りょうじゅ

無所属・新人

島原市選挙区

楠 大典
くすのき だいすけ

無所属・２期

長崎市議

野口 達也
のぐち たつや

無所属・２期

池田 章子
いけだ あきこ

社民党・１期

佐世保市議

速見 篤
はやみ あつし

社民党・３期

早稲田矩子
わせだ のりこ

社民党・２期

長与町議

あべみやこ
無所属・新人

（平成２２年１２月現在）

９月定例県議会傍聴の皆様と 県庁玄関前

△県庁整備特別委員会 金子県議も質問

７ 建 設毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）１月１５日発行�



〈
丸
分
か
り

ウ
サ
ギ
の
秘
密
〉

こ
れ
だ
け
知
れ
ば
ウ
サ
ギ
博
士
？

●
ウ
サ
ギ
VS
人
間

人
類
最
速
の
短
距
離
選
手
ウ
サ

イ
ン
・
ボ
ル
ト
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）

は
瞬
間
最
速
で
時
速
四
十
四
キ
ロ

で
走
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
野
ウ

サ
ギ
の
本
気
は
も
っ
と
す
ご
い
！

ア
メ
リ
カ
西
部
に
生
息
す
る
オ
グ

ロ
ジ
ャ
ッ
ク
ウ
サ
ギ
は
時
速
五
十

六
キ
ロ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ウ
サ
ギ
は

時
速
六
十
四
キ
ロ
の
記
録
を
持
っ

て
い
ま
す
。

●
ウ
サ
ギ
の
ジ
ャ
ン
プ

「
脱
兎
の
ご
と
く
」
と
い
う
表

現
が
あ
る
く
ら
い
速
く
走
る
ウ
サ

ギ
、
実
は
垂
直
ジ
ャ
ン
プ
も
得
意

で
す
。
数
十
セ
ン
チ
〜
一
メ
ー
ト

ル
は
軽
〜
く
跳
び
越
え
て
し
ま
い

ま
す
。
普
段
バ
ネ
の
よ
う
に
折
り

た
た
ま
れ
て
い
る
後
ろ
足
の
筋
肉

が
よ
く
発
達
し
、
跳
躍
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。

●
ウ
サ
ギ
算
も
あ
る
？

ウ
サ
ギ
が
す
ば
し
っ
こ
い
の
は
、

肉
食
獣
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
す
が
、

彼
ら
に
は
種
を
守
る
た
め
に
身
に

つ
け
た
も
う
一
つ
の
能
力
が
あ
り

ま
す
。
並
外
れ
た
生
殖
能
力
で
す
。

一
年
中
い
つ
で
も
発
情
す
る
の
は
、

哺
乳
（
ほ
に
ゅ
う
）
類
で
は
人
間

と
ウ
サ
ギ
ぐ
ら
い
だ
と
か
…
。
妊

娠
期
間
は
一
カ
月
。
赤
ち
ゃ
ん
は

三
〜
五
カ
月
で
生
殖
能
力
を
持
つ

ま
で
に
成
長
し
ま
す
。

●
ウ
サ
ギ
は
鳥
だ
っ
た
？

ウ
サ
ギ
の
数
え
か
た
は
「
一

羽
」「
二
羽
」。
む
か
し
日
本
で
は

獣
肉
食
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
手
軽
に
捕
獲
で
き

る
ウ
サ
ギ
は
お
い
し
い
し
、
食
べ

た
い
。
そ
こ
で
「
ウ
サ
ギ
は
ピ
ョ

ン
ピ
ョ
ン
と
ぶ
鳥
な
の
だ
」
と
こ

じ
つ
け
、
数
え
か
た
も
「
羽
」
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
エ
ッ
！

ウ
ン
チ
も
エ
サ
？

ウ
シ
な
ど
の
大
型
草
食
動
物
は
、

体
内
に
複
数
の
胃
を
持
つ
こ
と
で
、

カ
ロ
リ
ー
の
低
い
草
か
ら
し
っ
か

り
栄
養
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。
で

も
、
体
の
小
さ
い
ウ
サ
ギ
の
胃
は

一
つ
。
そ
こ
で
、
ま
だ
栄
養
分
が

残
っ
て
い
る
未
消
化
の
ウ
ン
チ
を

も
う
一
度
食
べ
て
、
栄
養
を
取
っ

て
い
る
ん
で
す
。
ペ
ッ
ト
の
ウ
サ

ギ
が
ウ
ン
チ
を
食
べ
て
も
驚
か
な

い
で
ね
。

２０１１年（平成２３年）年男

何
事
に
も
、
好
奇
心
旺
盛
に

田
村

俊
明

自
分
の
年
齢
も
忘
れ
、
仕
事
に
没

頭
。
い
つ
の
ま
に
か
六
十
歳
に
。

今
ま
で
何
を
し
て
き
た
の
か
、

時
々
考
え
ま
す
が
、
ま
だ
人
生
半
ば
。

過
去
は
、あ
ま
り
振
り
返
ら
ず
、日
々
、

何
事
に
も
好
奇
心
旺
盛
に
、
勉
強
し

て
、
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
現
代
社
会
に

対
応
し
、
家
族
、
友
人
を
、
も
っ
と

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

（
浦
上
東
支
部
）

還
暦
も
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
が
ん
ば
り
ま
す

井
手

貞
夫

今
年
で
五
回
目
の
年
男
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
家

内
安
全
・
夫
婦
円
満
を
心
が
け
て

や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
還
暦
と
い
う

事
も
考
え
る
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

卯
年
で
す
の
で
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン

跳
ね
て
が
ん
ば
っ
て
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。

（
東
長
崎
支
部
）

健
康
に
留
意
し
、
仕
事
に
邁
進

竹
�

初
雄

日
毎
、
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

仕
事
が
少
な
い
こ
の
時
期
、
食
生
活

に
気
を
付
け
て
、
体
調
を
整
え
健
康

に
留
意
し
な
が
ら
、
仕
事
に
邁
進
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
浦
支
部
）

今
年
も
楽
し
く
健
康
第
一
に

本
多

常
秋

今
年
も
健
康
第
一
に
、
仕
事
、
組

合
活
動
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
現
在
組
合
員
が
減
少
し
て
い

る
の
で
、
少
し
で
も
仲
間
を
ふ
や
し
、

楽
し
い
組
合
活
動
を
や
っ
て
い
け
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
中
央
支
部
）

自
己
成
長
に
心
掛
け

川
本

雅
彦

早
い
も
の
で
四
回
目
の
年
男
。

今
年
も
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、

自
己
成
長
を
心
掛
け
、
お
客
様
の
満

足
で
き
る
家
造
り
に
誠
心
誠
意
努
め

て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
西
彼
支
部
）

家
族
と
助
け
あ
っ
て
健
康
第
一
に

東

孝
弘

今
年
は
年
男
に
な
り
ま
す
。

厳
し
い
現
実
不
況
の
中
を
乗
り
こ

え
、
明
る
い
気
持
ち
を
も
っ
て
立
ち

向
か
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
健
康

第
一
に
し
家
族
と
共
に
、
助
け
あ
っ

て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
諫
早
支
部
）

何
事
に
も
前
向
き
に

寺
田

靖
浩

近
年
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
不
況
の

話
題
ば
か
り
が
散
乱
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
、
私
は
『
何
事
に

も
前
向
き
に
』
を
信
条
に
従
業
員
と

家
族
の
支
え
を
受
け
て
四
十
八
歳
に

な
る
年
を
乗
り
切
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
も
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
戸
支
部
）

不
況
に
負
け
な
い
一
年
に

山
口

博
一

今
年
は
還
暦
を
迎
え
、
心
身
と
も

健
康
で
、
不
況
に
負
け
な
い
一
年
を

過
ご
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

又
、
組
合
活
動
も
な
か
な
か
参
加

で
き
ず
に
、
恐
縮
で
す
が
、
で
き
る

限
り
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
佐
世
保
北
支
部
）

平
穏
無
事
に
過
ご
せ
れ
ば

伊
藤

一
廣

ま
だ
ま
だ
気
持
ち
は
若
い
つ
も
り

で
す
が
五
回
目
の
年
男
。

こ
の
厳
し
い
状
況
を
組
合
仲
間
と

一
緒
に
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
組
合

活
動
に
、
尚
、
一
層
力
を
い
れ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
今
年
は
十
人
目
の

孫
が
誕
生
予
定
、
父
親
が
米
寿
を
迎

え
ま
す
。
孫
の
顔
、
父
親
の
元
気
な

姿
を
見
る
の
も
活
力
。
公
私
共
々
平

穏
無
事
に
過
ご
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
大
村
支
部
）

家
族
全
員
が
健
康
で
過
ご
す
事
が
一
番

山
下

俊
之

こ
こ
数
年
仕
事
が
少
な
く
大
変
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
は
仕
事

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
何
よ
り
も
、
今
年
も
一
年
、

家
族
全
員
が
、
病
気
や
ケ
ガ
が
無
く
、

健
康
で
楽
し
く
過
ご
す
事
が
出
来
れ

ば
そ
れ
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
市
南
支
部
）

青
年
部
活
動
も
積
極
的
に

佐
藤

史
一

今
年
一
年
、
健
康
に
留
意
し
、
仕

事
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
青
年
部
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
家
族
み
ん
な
が
元
気
で

楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
れ
ば
最
高
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
浦
上
西
支
部
）
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「
万
能
腰
掛
け
」
製
作
体
験

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
〇
開
催

県
主
催
に
よ
る
「
も
の
づ
く

り
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
〇
」
が
長

崎
市
浜
町
の
ベ
ル
ナ
ー
ド
観
光

通
り
で
十
一
月
二
十
八
日
�
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
技
能
・
技
術
者
に
よ

る
作
品
の
展
示
・
実
演
、
製
作

体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
県
民
に

広
く
「
も
の
づ
く
り
」
へ
の
親

し
み
、
楽
し
さ
を
肌
で
感
じ
、

「
も
の
づ
く
り
の
必
要
性
・
重

要
性
」
を
再
認
識
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
県
技
能
士
会

連
合
会
の
前
田
富
雄
会
長
が

「
も
の
づ
く
り
の
現
場
は
働
く

場
の
減
少
で
少
子
高
齢
化
が
す

す
ん
で
い
る
。
子
供
達
が
実
際

に
見
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
で
、

も
の
づ
く
り

の
お
も
し
ろ

さ
や
す
ば
ら

し
さ
を
再
認

識
し
て
、
夢

を
は
ぐ
く
ん

で
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

今
年
九
回

目
と
な
る
会

場
に
は
、
陶

磁
器
や
和
裁
、
調
理
師
な
ど

様
々
な
技
能
士
二
十
一
団
体
が

出
展
。
建
設
長
崎
は
、
子
供
木

工
教
室
と
し
て
「
万
能
腰
掛

け
」
の
製
作
体
験
を
実
施
し
ま

し
た
。

八
十
組
用
意
し
た
材
料
も
午

前
十
一
時
の
開
始
か
ら
大
盛
況

で
、
午
後
五
時
三
十
分
の
予
約

券
も
順
番
待
ち
と
な
る
状
況
で

し
た
。
初
め
て
か
な
づ
ち
を
持

つ
子
供
達
は
、
ク
ギ
が
曲
が
ら

な
い
よ
う
に
大
工
さ
ん
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
出
来

上
が
っ
た
腰
掛
け
に
大
喜
び
で

し
た
。

「
十
年
一
昔
」。
世
の
移
り

変
わ
り
が
激
し
い
こ
と
を
指

し
ま
す
。
十
年
前
、
二
十
年

前
に
は
こ
ん
な
コ
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
て
今
年
は
ど
ん

な
年
に
？

◎

十
年
前
（
二
〇
〇
一
年
）

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
と

な
っ
た
こ
の
年
、
同
時
多
発

テ
ロ
を
契
機
に
、
米
国
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
さ
ら
に
イ

ラ
ク
と
、
泥
沼
の
戦
争
に
突

入
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
ア

イ
ド
ル
的
人
気
を
背
景
に
し

て
小
泉
内
閣
が
発
足
。「
聖

域
な
き
構
造
改
革
」
を
推
進

し
、
国
民
は
大
迷
惑
。

二
十
年
前（
一
九
九
一
年
）

多
国
籍
軍
イ
ラ
ク
進
攻
で

湾
岸
戦
争
勃
発
。
海
上
自
衛

隊
が
初
め
て
の
海
外
派
遣
へ
。

超
大
国
ソ
連
が
あ
っ
け
な
く

崩
壊
、
米
ソ
冷
戦
か
ら
新
た

な
時
代
へ
。
国
内
で
は
過
熱

し
た
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
。

雲
仙
普
賢
岳
の
大
火
砕
流
で

多
数
が
犠
牲
に
。

三
十
年
前（
一
九
八
一
年
）

北
炭
夕
張
新
炭
鉱
（
北
海

道
）
の
ガ
ス
突
出
事
故
で
死

者
九
十
三
人
。
戦
後
三
番
目

の
大
惨
事
で
日
本
の
石
炭
産

業
崩
壊
が
決
定
的
に
。
三
和

銀
行
茨
木
支
店
の
女
性
行
員

が
オ
ン
ラ
イ
ン
使
い
巨
額
詐

欺
事
件
。
ロ
ー
マ
法
皇
初
来

日
、「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ

ん
」
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。

四
十
年
前（
一
九
七
一
年
）

沖
縄
返
還
協
定
調
印
。
翌

年
、
二
十
七
年
ぶ
り
に
復
帰

し
ま
し
た
が
、
四
十
年
後
の

今
も
広
大
な
米
軍
基
地
が
県

民
を
苦
し
め
ま
す
。
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
発
売
、
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
日
本
一
号
店
開
業
。
米

大
統
領
補
佐
官
が
中
国
を
極

秘
訪
問
、
米
中
接
近
へ
。

五
十
年
前（
一
九
六
一
年
）

ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
就
任
。

新
時
代
到
来
を
予
感
さ
せ
る

も
、二
年
後
暗
殺
。ソ
連
の
ガ

ガ
ー
リ
ン
飛
行
士
が
人
類
初

の
宇
宙
飛
行
。大
相
撲
は
柏

鵬
時
代
迎
え
、お
父
さ
ん
の

定
番
カ
ラ
オ
ケ「
銀
座
の
恋
の

物
語
」（
石
原
裕
次
郎
）が
ヒ
ッ
ト
。

百
年
前
（
一
九
一
一
年
）

新
潟
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍

人
が
初
め
て
ス
キ
ー
指
導
し
、

日
本
初
の
労
働
法
で
あ
る
工

場
法
公
布
。
探
検
家
ア
ム
ン

ゼ
ン
が
人
類
で
初
め
て
南
極

点
に
到
達
し
ま
し
た
。

十
〜
百
年
前
の
日
本
と
世
界

覚
え
て
い
ま
す
か
、こ
ん
な
コ
ト
、あ
ん
な
コ
ト

足場組立て等作業主任者
講習会のお知らせ

●講習予定 平成２３年１月２２・２３日
●講習場所 長崎建設技術専門学院
●講習期間 ２日間午前９時～午後５時
●受 講 料 組合員６，０００円

（非組合員８，０００円）
●申し込み 各支部窓口へ１月１８日まで
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西
彼
支
部

佐
世
保
東
支
部

県
北
総
支
部
主
婦
会

１２／８

西
彼
分
会
住
宅
デ
ー

〜
二
年
ぶ
り
の
開
催
も
大
忙
し
〜

西
彼
支
部
西
彼
分
会
で
は
、

十
一
月
二
十
八
�
に
開
催
の
西

海
大
鍋
ま
つ
り
に
参
加
し
て
、

二
年
ぶ
り
に
住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

前
回
開
催
の
際
は
、
時
間
を

持
て
余
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
は
開
始
か
ら
ひ
っ
き
り
な
し

に
多
く
の
包
丁
が
持
ち
込
ま
れ
、

前
回
と
の
違
い
に
多
少
戸
惑
い

な
が
ら
組
合
員
さ
ん
は
丁
寧
に

研
ぎ
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
お
昼
を
過
ぎ
る
と

午
前
中
が
嘘
の
よ
う
に
来
客
が

少
な
く
、
そ
ん
な
中
、
西
海
市

長
が
見
え
ら
れ
「
皆
さ
ん
の
仕

事
に
繋
が
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
寒
さ
し
の
ぎ
の
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
は
出
店
か
ら

買
っ
て
来
た
牡
蠣
・
サ
ザ
エ
が

の
せ
ら
れ
、
祭
り
の
雰
囲
気
を

楽
し
み
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
中
、
終
了
の
時
間
を

迎
え
ま
し
た
。

二
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、

前
回
を
大
き
く
上
回
る
百
八
本

の
包
丁
を
研
ぎ
上
げ
、
仲
間
と

の
交
流
が
で
き
た
有
意
義
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

（
城
下
）

住
宅
デ
ー

〜
あ
っ
た
か
豚
汁
も
大
人
気
〜

佐
世
保
東
支
部
で
は
、
十
二

月
五
日
�
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
、「
住
宅
デ
ー
・
無
料

包
丁
研
ぎ
」
を
、
支
部
事
務
所

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
よ
り
開
催
し
、
始

め
は
お
客
さ
ん
が
少
な
く
、
心

配
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
お
客

さ
ん
も
増
え
は
じ
め
、
研
ぎ
あ

げ
た
包
丁
は
七
十
六
本
で
、
昨

年
よ
り
は
若
干
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
徐
々
に
地
域
の
方
々
に

も
浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

支
部
役
員
・
青
年
部
・
主
婦

会
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
相
川
執
行
委
員
長
、

金
子
県
議
に
も
出
席
頂
き
、
と

て
も
実
り
あ
る
も
の
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

お
昼
に
は
、
こ
ち
ら
も
恒
例

と
な
っ
た
豚
汁
の
炊
き
出
し
を
、

主
婦
会
の
皆
さ
ん
に
し
て
頂
き
、

と
て
も
美
味
し
く
大
盛
況
で
し

た
。「

住
宅
デ
ー
・
無
料
包
丁
研

ぎ
」
は
、
地
域
住
民
の
方
々
と

の
ふ
れ
あ
い
や
、「
建
設
長
崎
」

の
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
し
て
、
今

後
も
継
続
的
に
開
催
し
て
行
く

こ
と
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

（
松
園
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

太
田

俊
彦

原
口

政
博

廣
川

朝
健

原
口

福
美

中
山

文
一

松
尾

博
幸

永
田

弘
行

浦
冨

幸
治

川
本

雅
彦

前
田

義
則

廣
川

朝
弘

松
本

敏
弘

入
江

隆
行

平
嶋

寿
昭

朝
末

薫

廣
川

朝
和

品
川

大
輔

松
林

満
男

北
村
副
委
員
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

田
中

秀
幸

小
谷

守

天
羽

靖
雄

吉
村

敏
明

坂
本

昇

田
中

光
輝

田
中

勇
男

一
本
松

淳

迎

良
則

都
市

秋
子

早
田

純
子

田
中

光
子

田
中
ま
ゆ
み

田
中

順
子

相
川
委
員
長

金
子
県
議

魚
市
場
で
料
理
教
室
開
催

県
北
総
支
部
主
婦
会
は
、
十

二
月
八
日
�
佐
世
保
魚
市
場
・

調
理
室
に
て
総
勢
二
十
七
名
の

参
加
で
料
理
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

マ
ー
ボ
な
す（
中
華
）・
さ
っ

ぱ
り
鶏
肉
の
バ
ル
サ
ミ
コ
煮
込

み
（
イ
タ
リ
ア
ン
）・
大
根
と

白
身
魚
の
白
湯
（
中
華
）
の
三

品
に
挑
戦
。

さ
す
が
、
家
事
ベ
テ
ラ
ン
の

集
ま
り
で
さ
ば
け
て
お
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
、

遂
行
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

…
で
す
が
、
時
に
は
中
高
年
で

あ
る
た
め
に
レ
シ
ピ
の
同
じ
所

を
何
度
も
読
み
、
な
か
な
か
先

に
進
め
な
い
人
も
あ
り
と
、
こ

れ
も
ま
た
楽
し
か
っ
た
で
す
。

マ
ー
ボ
な
す
は
、
料
理
の
所

要
時
間
も
短
く
味
も
好
評
で
、

早
速
家
庭
で
も
作
っ
て
み
よ
う

と
い
う
人
も
あ
り
、
講
師
を
務

め
た
都
市
と
し
て
は
、
や
っ
て

み
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

最
後
に
つ
き
た
て
の
新
米
・

玉
葱
・
漬
物
を
差
し
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
丸
田
さ
ん
（
平
戸
）

倉
富
さ
ん
（
北
）
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

（
佐
世
保
東

都
市

秋
子
）

●
お
せ
ち
料
理
っ
て
、

と
こ
ろ
で
何
？

「
お
せ
ち
」
は
「
御
節
供
（
お

せ
ち
く
）」
を
略
し
た
言
い
方

で
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
神
様

に
供
え
る
食
べ
物
の
こ
と
で
す
。

平
安
時
代
に
始
ま
っ
た
風
習
が
、

現
在
は
お
正
月
だ
け
の
も
の
と

し
て
残
り
ま
し
た
。

重
箱
に
保
存
の
効
く
食
べ
物

を
入
れ
る
の
は
、
家
事
を
す
る

人
が
お
正
月
の
間
は
骨
休
め
を

す
る
た
め
だ
と
か
。「
め
で
た

さ
を
重
ね
る
」
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
す
。

●
「
お
せ
ち
」
に
込
め
ら
れ
た

願
い
と
は
？

重
箱
に
つ
め
ら
れ
た
海
の
幸
、

山
の
幸
は
い
ず
れ
も
縁
起
の
よ

い
も
の
ば
か
り
で
す
。

黒
豆

ま
め
に
働
き
、
ま
め

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
黒
に

は
魔
よ
け
の
効
果
も
。

数
の
子

ニ
シ
ン
の
卵
。
た

く
さ
ん
の
卵
を
食
べ
て
、
多
産

や
子
孫
繁
栄
を
願
い
ま
す
。

き
ん
と
ん

漢
字
で
金
団
。

文
字
通
り
財
産
や
富
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。

ご
ま
め

カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
の
稚

魚
を
干
し
た
も
の
。

五
万
米
と
書
き
ま

す
。
田
作
り
と
も
い
い
、
稲
の

豊
作
を
祈
る
食
べ
物
で
す
。

た
た
き
ご
ぼ
う
（
開
き
ご
ぼ

う
）
は
、
地
に
根
を
張
る
こ
と

か
ら
家
の
安
泰
を
表
し
、
昆
布

巻
き
は
「
よ
ろ
こ
ぶ
」
に
通
じ

ま
す
。
な
ま
す
と
か
ま
ぼ
こ
は

と
も
に
紅
白
で
、
め
で
た
さ
を

意
味
し
ま
す
。
エ
ビ
は
腰
が
曲

が
る
ま
で
、
長
寿
で
元
気
に
暮

ら
せ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

●
お
雑
煮
に
注
入
さ
れ
た

ゴ
ッ
ド
パ
ワ
ー
！

大
み
そ
か
の
夜
に
神
様
に
供

え
た
も
の
を
、
元
日
の
朝
に
も

ち
と
煮
て
、

神
様
と
一
緒

に
食
べ
た
、

昔
の
儀
式
の

な
ご
り
で
す
。

食
べ
物
を
通

し
て
神
様
の
霊
力
を
得
る
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

祝
い
ば
し
の
両
端
が
細
い
の
は
、

一
方
を
人
が
使
い
、
も
う
一
方

を
神
様
が
使
う
か
ら
で
す
。

関
東
は
す
ま
し
汁
に
切
り
も

ち
、
関
西
は
み
そ
仕
立
て
で
丸

も
ち
な
ど
、
お
雑
煮
は
地
方
に

よ
っ
て
具
や
汁
に
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。

包丁研ぎを見入る西海市長

▲都市講師の指導の下に…

▼

お
い
し
そ
う
な
料
理
が
次
々
に

▼

私
達
が
作
っ
た
か
ら
「
お
い
し
い
よ
！
」

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）１月１５日発行建 設 長 崎第５４７号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�
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長建国保では、組合員及び家族の健康の保持
増進を図るため「指定温泉利用料金の割引及
び補助制度」を実施しています。
ぜひご利用ください。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
費
用
助
成

に
つ
い
て

長
建
国
保
で
は
、
加
入
し
て

い
る
被
保
険
者
（
組
合
員
、
家

族
）
全
員
を
対
象
に
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
、

健
康
や
予
防
の
啓
発
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
補
助
の

申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者
組

合
員
及
び
家
族
。

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
「
以
下
予
防
接
種
」

と
い
う
。
に
係
る
費
用
が
一
回

に
つ
き
一
、
五
〇
〇
円
を
超
え

た
と
き
、
一
、
五
〇
〇
円
を
超

え
た
額
を
補
助
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長
崎

県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支
部

窓
口
に
お
い
て
被
保
険
者
証
を

提
示
し
、
申
請
書
（
様
式
第
一

号
）
に
領
収
書
等
を
添
え
申
請

す
る
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

予
防
接
種
を
受
け
た
日
の
属
す

る
月
の
末
日
か
ら
起
算
し
て
六

ヵ
月
以
内
。

※
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
日
迄

に
申
請
が
必
要
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

�
被
保
険
者
証
、
�
予
防
接
種

の
費
用
と
わ
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
、
�
印
鑑

【
補
助
の
交
付
】

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に
問

題
が
な
け
れ
ば
、
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。（
申

請
時
に
交
付
）

※自治体の助成（小児及び高
齢者等）により予防接種の
窓口負担（支払額）が１，５００
円未満であった場合は、補
助事業の対象となりません
のでご注意下さい。

最高４７日 Ａ型・Ｂ型
１８８，０００円
いずれも４日目から支給

最高１８０日 Ａ型・Ｂ型
２７０，０００円

Ａ型・Ｂ型

Ｂ型 ５日目から１８０日限度

Ｂ型 事故日から９０日限度

Ａ型

Ｂ型

Ａ型

Ｂ型

Ａ型

Ｂ型

Ａ型・Ｂ型

Ａ型

Ａ型

Ｂ型

Ａ型・Ｂ型

病気で休業 １日 ４，０００円
ケガで休業（労災・交通事故以外）

１日 ４，０００円

すべての傷害（ケガ）で入院
１日 １，５００円

３０日入院毎に見舞金 １０，０００円
最高６ヶ月 ６０，０００円

交通傷害で入院 １日 １，０００円

交通傷害で通院 １日 ５００円

５３０，０００円

１２０，０００円

１，０３０，０００円

１２０，０００円

１，０３０，０００円

１，０３０，０００円

７０，０００円

３０，０００円

病気による重度障害 ５００，０００円

不慮の事故による重度障害
１，０００，０００円

不慮の事故による障害 ３級～１４級
４５０，０００円～２０，０００円

交通事故重度障害 １，０００，０００円

１，０００，０００円

交通事故障害 ３級～１４級
４５０，０００円～２０，０００円

病気死亡

不慮事故

交通事故

配 偶 者

家 族

病気休業手当金

弔慰金

（生花代含む）

障害給付金

共済の申請忘れは
ありませんか？

利用方法

�割引を受ける場合
健康保険の被保険者証又は、建設長崎の会
員証（MEMBERS CARD）を指定温泉の
受付に提示してください。
�補助を受ける場合（小人料金には補助は
ありません）
建設長崎の支部事務所にて補助券の交付を
受け、被保険者番号（長けん番号）を記入
し指定温泉の受付に提出してください。補
助券の交付は一世帯あたり１５枚を限度とし
ます。
長建国保未加入の建設長崎組合員の方には
優待券として補助券６枚を限度とします。
�実施期間 平成２３年３月３１日迄
�補助券を他人に譲渡したり、不正に利用し
たりした場合は、補助券を返還していただ
きます。氏名の部分には、組合員の名前を
フルネームにて記入して下さい。

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、
バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、
打たせ湯、サウナ、寝湯、
休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、
岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、
打たせ湯、
ジャグジーシャワー、
ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、
水風呂、露天風呂、タル湯

屋久杉風呂、檜風呂、
露天風呂、サウナ、
岩盤浴（別料金）

天然温泉、露天風呂、
人工炭酸温泉、岩盤浴、
貸切風呂（別料金）

サウナ、冷水風呂、壷湯、
ジェットバス、寝湯、
塩サウナ、家族風呂、
シェイプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、
檜風呂、寝風呂、
ジャグジーバス、サウナ、
家族風呂、リラクゼーション

露天風呂、展望風呂、
タル風呂、水風呂、サウナ、
薬草風呂、海草風呂、
ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、
ジャグジーエステ風呂、座り湯、
サウナ、岩盤浴（別料金）、
家族風呂（別料金）

うずしお温泉、美人の湯、
サウナ、露天風呂、
貸切家族風呂（有料）

（※２）毎月２６日「風呂の日」は規定料金が半額
（大人３００円、小人１５０円、幼児８０円）と
なり、補助券の使用は出来ません。

所在地
電話番号

長崎市
曙町３９－３８

０９５－８６２－５５５５

長崎市
野母町６９２－１
０９５－８９３－１１３３

長崎市
岩見町４５１－２３
０９５－８３３－１１２６

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２－１
０９５－８８７－４１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４

０９５－８５６－２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９－２
０９５－８５６－２６１７

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７－７３－３１３１

諫早市本野７－１
０９５７－２５－８８２２

大村市
森園町６６３－３
０９５７－５０－１１２６

佐世保市
谷郷町５－３２
０９５６－２３－６１７０

平戸市川内町５５
０９５０－２３－２１１１

平戸市田平町
野田免２１０－６
０９５０－５７－１１１０

〒８５９－３２２６
佐世保市

崎岡町８５３－１２
０９５６－３９－４８００

（※１）いさはや本野温泉湯処なごみは、中学生以上しか入館出来ません。
・別館ほたるの湯は、小学生以下３００円、中学生以上６５歳未満５００円、６５歳以上３００円で
ご利用頂けます。 但し、ほたるの湯に関しては割引制度はご利用出来ません。

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円

４００円

９００円

７００円

３００円

２５０円

３００円

１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

７２０円

２５０円

３００円

２００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

１５０円

補助券の額
（温泉券利用）

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

‐

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

１，２００円

７００円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

５００円

割引なし

７００円

４００円

１，０２０円

５５０円

割引なし

割引なし

９００円

割引なし

割引なし

６００円

３００円

６００円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４００円

１，８００円

９００円

３００円

５５０円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

１，２２０円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

８００円

４００円

８００円

３００円

６００円

３００円

１５０円

利 用 区 分

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（６歳以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳まで無料）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生以上）

幼児
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

子供
（小学生）

幼児
（３歳～５歳）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙
スパハウス

いさはや本野温泉
湯処なごみ（※１）

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ

（※２）

長

崎

・

西

彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区

Ａ型・Ｂ型

Ｂ型

休業１０日以上の場合
Ａ型・Ｂ型

自宅のみ Ａ型・Ｂ型

Ｂ型
満７０歳以上で辞める人

結婚祝金 ３０，０００円
初老・還暦・古希祝金 １５，０００円
成人祝金 １５，０００円
入学（小学校）祝金 ５，０００円
敬老祝 祝品 ３，０００円相当

労災事故見舞金 １０，０００円
交通事故見舞金 １０，０００円

全焼 ８００，０００円
半焼 ７２０，０００円～
一部焼 ～４０，０００円

全壊・流失 ２４０，０００円
半壊 １２０，０００円～
一部壊 ～８，０００円
床上浸水 １２０，０００円～８，０００円

加入２０年以上 １００，０００円
１０年以上 ８０，０００円
５年以上 ７０，０００円

各種祝金

各種見舞金

火災給付金

住宅災害見舞金

退職慰労金

建建設設長長崎崎福福祉祉共共済済
月掛金 Ａ型（６５歳未満）１，３００円

Ｂ型（６５歳以上）１，１００円
利用料金の割引

指定温泉と契約し、規定料金より安い料金
で利用できます。

利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料金
で利用できます。

組合員や家族のお祝い事や不幸にあった時、みんなで積み立てておいた共済基金の
中から、お祝い金やお見舞金を給付する制度です。建設長崎福祉共済会は、制度的に
も財政的にも完全に独立し運営されており、組合員はすべて全員加入しています。

◎指定温泉利用料金表（消費税・入湯税込みの料金）

規定料金－メンバーズカード割引＝
割引後の料金
割引後の料金－補助券（３００円）＝
利用者負担金

《補助例》

インフルエンザの予防接種を１回接種し、
４，０００円の接種費用を支払った場合。

４，０００円
（接種費用）

－１，５００円
（控除額）

＝２，５００円
（補助額）

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４７号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）１月１５日発行



あなたの支部名�
　　　　氏　名�
　　　　住　所�
　　　　年　齢�
　　　　職　業�

2011年�
「新春お年玉クイズ」�

【クロスワードパズル】�

【文字あてパズル】�

答え� 7文字�
A B C D E F G H

1枚目�

2枚目�

長
崎
市
城
山
町
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―
58
�

建
設
長
崎
　
教
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【問題】せっかく書き上げた２枚の書き
初めを、いたずらウサギにビリビリッと
破かれてしまいました。書いたのは２枚
とも「漢字３文字」。さて何という
熟語を書いたのでしょうか？

ヨコのカギ
１ 満２０歳になった人を祝う
国民の祝日

５ エデンの園の――とイブ
７ 炭素と酸素の化合物で、
分子式は「CO２」

１１「利息」とも言います
１２ 一面――世界のスキー場
１３ 出る――は打たれる
１４ 国や地方公共団体などの

お金
１６ 日本銀行の――は日銀
１８ ウサギがモチをつく星
１９ 深みのある味。――のあ

る酒を飲んでお正月
２０ 電池で「陰極」の反対語
２２ 弓を射るときの標的
２３ 読みかけの本にはさむ紙
２５ 野球で、試合前に有名人

などが球を投げる儀式
２７ 休み、ひま。休む――も

ないほど忙しい
２８ 人生７０――まれなり
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明けまして
おめでとうございます

年始にタクシーをご利用の際は
下記県タクのタクシーを御利用下さい。

○シティーキャブグループ

（観光タクシー・丸井タクシー・

丸寿タクシー・昭和タクシー・

寿タクシー）
８２８‐１０１０

○朝日タクシー ８３９‐５３１２
○浦上タクシー ８４４‐１１４４

○住吉タクシー ８５６‐７７７４
○中央タクシー ８４２‐０４０４
○みなとタクシー８２３‐１１６３
○共和タクシー ８８２‐２１２１
○城山タクシー ８６１‐４０６０
○平和タクシー ８５０‐００３６

平成２３年度
建築設計科訓練生募集のお知らせ
訓練校名 長崎建設技術専門学院
訓練期間 ２カ年間（毎週 土曜日 午前

９時～午後５時）
科 目 普通課程 建築設計科

入校時は５５，０００円（テキスト代含む）
授 業 料 毎月８，０００円（非組合員１０，０００円）

※募集は全支部管内とし、５名以上達した場
合開校する。
※現在佐世保地区・大村地区より３名通学し
ている。

受付は４月中旬まで

二級建築士（学科・実技）講習会
訓練校名 長崎建設技術専門学院のみ

訓練期間 学科４月中旬より６月下旬

（２７日間）

実技７月上旬～１０月下旬

（２７日間）

訓練時間 午後６時３０分～９時

受 講 料 学科・実技とも４５，０００円

４月中旬まで随時受付

クイズに答えてお年玉をGETしよう！
【パズルの解き方】
カギをヒントにマス目を埋め、二重マスに入った文字をＡ～Ｈの順に並べた言葉が答えです。

1月15日�

初市
（お楽しみ抽選会）

西彼杵郡時津町左底郷１の４

T E L 0 9 5-8 8 2-0 3 0 4
F A X 0 9 5-8 8 2-6 5 9 4

明けましてお目出当う御座居ます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

長建木材供給�
取締役社長 高島 正弘
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長崎県勤労福祉会館

支部事務所

支部事務所

建設技能会館（組合本部）

中里皆瀬地区公民館

大浦区民センター

支部事務所

建設技能会館（組合本部）

彦八

時津北部コミュニティセンター

支部事務所

諫早市勤労者福祉会館

支部事務所

割烹 川徳

県北総合会館
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